
11 土

『クリフォード訪琉日記～もうひとつの開国～』出版記念講演会

1816年の琉球人の生活を描いた新史料発見！
バジル・ホール一行の知られざる貴重資料を公開！

日 時 2015年11月21日（土）
13:30 開場
14:00 スタート
16:00 閉会（予定）

会 場 沖縄キリスト教学院大学
シャローム会館 １-１

定 員 先着80名
参加費 無料
主 催 不二出版
共 催 バジル・ホール研究会

イギリス海軍の将校が1816年の琉球を描いた新史料。200年間忘れられてい
たこの貴重な史料を、沖縄キリスト教学院大学・浜川仁教授が発見・翻訳、
そして緊急出版。その歴史的価値と、そこから見えてくる琉球の姿について講演。
講演会で公開される更に新たな史料は必見！

お問合せは
バジル・ホール研究会まで

ココ

駐車場

シャローム会館

中庭

TEL：098-867-1300
メール：basil-hall@nansei-m.co.jp

２12015
於沖縄キリスト教学院大学

大英帝国と
琉球の出会い



本
書
「
ま
え
が
き
」
よ
り

ま
ず
、
こ
の
日
記
の
著
者
の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
と
は
、

ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
。

フ
ル
ネ
ー
ム
を
Ｈ
・
Ｊ
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
と
い
う
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
人
で
、
一
八
一

六
年
九
月
一
五
日
頃
か
ら
一
〇
月
二
七
日
ま
で
の
あ

い
だ
、
英
国
海
軍
大
尉
と
し
て
琉
球
を
訪
問
し
て
い

る
。
当
時
、
中
国
の
暦
を
使
用
し
て
い
た
琉
球
側
の

記
録
に
よ
れ
ば
、
嘉
慶
二
一
年
七
月
二
四
日
か
ら
、

同
年
九
月
七
日
ま
で
の
出
来
事
と
な
っ
て
い
る
。

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
の
乗
っ
て
い
た
英
艦
ラ
イ
ラ
号
は
、

中
国
と
の
交
易
シ
ス
テ
ム
改
善
を
目
指
し
た
ア
マ
ー

ス
ト
使
節
団
を
、
天
津
を
通
り
渤
海
湾
に
注
ぎ
込
む

海
河
（
白
河
）
の
河
口
近
く
ま
で
送
り
届
け
た
の
ち
、

使
節
団
が
公
務
を
終
え
る
ま
で
の
間
、
マ
レ
ー
・
マ

ク
ス
ウ
ェ
ル
艦
長
率
い
る
ア
ル
セ
ス
ト
号
と
と
も
に
、

そ
れ
ま
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
東
シ
ナ
海
の

海
域
を
探
査
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
琉
球
に
も
立
ち
寄

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
訪
問
の
よ
う
す
は
、
ラ
イ
ラ
号
の
艦
長
バ
ジ

ル
・
ホ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
『
朝
鮮
・
琉
球
航
海
記
』

（
春
名
徹
訳
）
の
中
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
タ
ッ
チ
で

描
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
一
八
一
八
年
に
出
版
さ
れ
る

と
、
ま
た
た
く
ま
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
数
カ

国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
「
琉
球
」
（Loo-Choo

）
の

存
在
を
西
洋
世
界
に
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
は
、
そ
の
ホ
ー
ル
艦
長
の
親
友

で
あ
っ
た
と
い
え
ば
、
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
か
。

だ
が
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
は
、
琉
球
近
代
史
の
中
で
、

独
自
に
ふ
た
つ
の
役
重
要
な
割
を
演
じ
て
い
る
の
で

あ
る
。

要
す
る
に
、
こ
の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
こ
そ
が
、
日
本
初
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
宣
教
師
・
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
を
沖

縄
に
送
り
込
ん
だ
最
大
の
仕
掛
け
人
で
あ
っ
た
。

『
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
訪
琉
日
記
』
は
、
ホ
ー
ル
が
参
考

に
し
た
と
い
う
「
ノ
ー
ト
」
と
同
一
で
あ
る
と
ま
で
は

断
定
で
き
な
い
が
、
九
月
二
一
日
に
始
ま
り
一
〇
月
二

七
日
で
終
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
来
琉
一
週
間
目
く
ら
い

に
始
ま
り
出
発
の
日
に
終
わ
る
、
三
〇
日
以
上
に
わ
た

る
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

山
口
栄
鉄
著
「
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
―
―
琉
球
伝
道
史
上

の
一
先
覚
」
（
『
新
沖
縄
文
学
』
第
三
七
号
、
一
九
七

七
年
一
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
の
手
に
な

る
「
数
巻
に
及
ぶ
日
誌
稿
本
」
が
二
〇
世
紀
の
始
め
頃

ま
で
、
子
孫
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
。

こ
こ
で
山
口
氏
の
言
及
す
る
「
幻
の
訪
琉
記
」
稿
本
の

ひ
と
つ
が
、
ま
さ
に
こ
の
『
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
訪
琉
日

記
』
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
中
略
）

一
八
一
六
年
の
琉
球
訪
問
に
つ
い
て
は
、
幸
い
な
こ

と
に
、
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
の
『
朝
鮮
・
琉
球
航
海
記
』

を
は
じ
め
と
し
て
、
ア
ル
セ
ス
ト
号
の
船
医
Ｊ
・
マ
ク

ロ
ー
ド
の
著
し
た
『
ア
ル
セ
ス
ト
号

朝
鮮
・
琉
球
航

海
記
』
（
大
浜
信
泉
訳
、
真
栄
平
房
昭
解
説
）
と
い
っ

た
、
優
れ
た
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
恵
ま
れ
て
い

る
が
、
ず
っ
と
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

に
、
い
ま
『
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
訪
琉
日
記
』
が
加
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

我
が
国
が
激
動
の
近
現
代
に
突
入
す
る
先
駆
け
と

な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
一
八
一
六
年
の
英
国
海
軍
の
琉

球
訪
問
で
あ
り
、
こ
の
歴
史
の
う
ね
り
の
中
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
の
ひ
と
り
が
、
Ｈ
・
Ｊ
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
、

そ
の
人
な
の
で
あ
る
。

日
本
近
代
化
の
先
駆
け
と
な
っ
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、
Ｈ
・
Ｊ
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド

ま
ず
、
琉
球
訪
問
の
あ
い
だ
、
語
彙
の
収
集
に
情
熱

を
傾
け
、
王
府
役
人
や
一
般
の
人
た
ち
と
さ
か
ん
に
交

流
を
行
っ
た
。
じ
じ
つ
、
ホ
ー
ル
の
『
朝
鮮
・
琉
球
航

海
記
』
の
初
版
に
は
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
の
「
琉
球
語
彙

(

ご
い)

」
が
数
十
ペ
ー
ジ
に
も
わ
た
る
付
録
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
た
。

四
〇
日
あ
ま
り
に
過
ぎ
な
い
滞
在
だ
っ
た
か
ら
、
そ

の
学
術
水
準
に
多
少
の
疑
問
は
あ
る
と
し
て
も
、
彼
の

語
彙
集
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
ま
と
ま
っ
た
琉
球

語
資
料
と
し
て
は
貴
重
な
も
の
で
、
か
な
り
の
信
頼
を

よ
せ
る
研
究
者
も
い
る
。

ま
た
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
の
琉
球
へ
情
熱
は
、
言
語
学

的
関
心
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
『
朝
鮮
・
琉
球
航
海

記
』
を
執
筆
す
る
際
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
の
知
見
に
お
お

き
く
助
け
ら
れ
た
こ
と
を
、
著
者
の
ホ
ー
ル
自
身
が
述

べ
て
い
る
か
ら
だ
。

序
文
に
お
い
て
、
ホ
ー
ル
は
「
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
海
軍

大
尉
の
ノ
ー
ト
か
ら
多
大
の
恩
恵
を
こ
う
む
っ
た
」
、

「
航
海
中
の
多
く
の
出
来
事
の
う
ち
、
私
が
職
務
上
の

忙
し
さ
の
た
め
に
観
察
し
た
り
書
き
と
め
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
記
録
に
と
ど
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
同
君
の
お
か
げ
で
あ
る
」

（
春
名
訳
）
と
明
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
の
歴
史
的
役
割
に
お
い
て
、

私
た
ち
が
注
目
す
る
理
由
は
も
う
ひ
と
つ
あ
っ
て
、
そ

れ
は
、
彼
が
イ
ギ
リ
ス
帰
国
後
に
海
軍
将
校
た
ち
を
ス

ポ
ン
サ
ー
に
一
般
の
寄
付
を
つ
の
り
、
ほ
と
ん
ど
独
力

で
「
英
国
海
軍
琉
球
伝
道
会
」
を
創
設
し
た
か
ら
で
あ

る
。
（
中
略
）

そ
の
経
緯
は
、
照
屋
善
彦
著
『
英
宣
教
医
ベ
ッ
テ
ル

ハ
イ
ム
』
（
山
口
栄
鉄
・
新
川
右
好
訳
）
に
詳
し
い
が
、


